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1.  平成24年12月期第2四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第2四半期 72,852 △7.2 6,867 △33.6 7,048 △32.9 4,899 △16.0
23年12月期第2四半期 78,474 3.5 10,340 2.2 10,510 4.9 5,835 4.4

（注）包括利益 24年12月期第2四半期 4,983百万円 （△15.9％） 23年12月期第2四半期 5,929百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第2四半期 18.58 ―
23年12月期第2四半期 23.58 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年12月期第2四半期 174,872 131,207 72.8
23年12月期 171,046 127,776 72.4
（参考） 自己資本   24年12月期第2四半期  127,255百万円 23年12月期  123,826百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
24年12月期 ― 5.00
24年12月期（予想） ― 5.00 10.00

3. 平成24年12月期の連結業績予想（平成24年 1月 1日～平成24年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 150,000 △2.0 15,000 △13.5 15,300 △12.9 10,000 △23.1 37.93



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当する変更を行っております。 
詳細は、（添付資料）４ページ「2.サマリー情報（その他）に関する事項 (3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基 
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績予想には、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づく予測が含まれております。実際の業績は、今後さまざまな変動要因により、上記数値 
と異なる可能性があります。上記業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期2Q 263,992,598 株 23年12月期 263,992,598 株
② 期末自己株式数 24年12月期2Q 340,728 株 23年12月期 317,058 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期2Q 263,663,534 株 23年12月期2Q 247,429,011 株



   

   

  ※当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料等については、開催後速 

    やかに当社ホームページで掲載する予定です。 

    ・平成24年８月10日（金）・・・・・・証券アナリスト・機関投資家向け決算説明会 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 （ア）当第２四半期連結累計期間の概況 

   当第２四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年6月30日まで）におけるわが国経済は、復興需要が内

 需を力強く牽引するまでには至らず、欧州債務危機の深刻化とそれに続く新興国の成長率鈍化、米国における雇用 

 の伸び悩みなど、世界経済の減速が国内経済を下押しするリスクが懸念される中で推移しました。 

  当社グループを取り巻く事業環境におきましても、半導体などの電子材料分野に一部回復の兆しがみられるもの 

 の、各セグメントとも総じて需要の回復は弱く、特にアジア市場において需給バランスが崩れたことにより製品価 

 格、販売数量が下落するなど、収益が圧迫される状況が続きました。 

  このような中、当社グループは、苛性ソーダをはじめとする基礎化学品を中心に製品価格の是正に取り組むとと 

 もに、機能性接着剤などの高付加価値製品の拡販に努めました。また、前期に当社と販売・開発部門を統合した鶴 

 見曹達株式会社をはじめ、グループ会社間の連携を強め、徹底したコスト削減に取り組むなど収益の確保に努めま 

 した。 

  この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は728億５千２百万円（前年同期比7.2%減収）、営業利益は68億６

 千７百万円（前年同期比33.6%減益）、経常利益は70億４千８百万円（前年同期比32.9%減益）、当期純利益は48億

 円９千９百万円（前年同期比16.0％減益）となりました。 

  

 （イ）セグメント別の業績 

①基礎化学品事業 

    苛性ソーダおよび無機塩化物は、製品価格を是正した効果が期後半から徐々に現れ始めているものの、全般 

   的に需要の回復は弱く低調に推移しました。無機高純度品は、外需を中心とした半導体向け需要に若干の回復 

   の兆しが見られるものの、本格的な需要回復には至らず低調に推移しました。硫酸は、需要は弱含んだもの 

   の、前期に製品価格を是正した効果があり堅調に推移しました。工業用ガスは、総じて需要回復のペースが遅 

   く低調に推移しました。 

     これらの結果、当セグメントの売上高は235億６千５百万円（前年同期比2.2%減収）、営業利益は22億６千６ 

    百万円（前年同期比16.9%減益）となりました 

  ②アクリル製品事業 

    アクリル酸エステルは、国内外ともに販売数量、販売価格が低迷し、低調に推移しました。アクリル系ポリ 

   マーは、全般的に底堅い需要に支えられ堅調に推移しました。高分子凝集剤は、官需を中心に販売価格が低迷 

   し低調に推移しました。光硬化型樹脂「アロニックス」は、液晶分野向けを中心に販売数量が減少し低調に推 

   移しました。 

    これらの結果、当セグメントの売上高は266億２千７百万円（前年同期比13.5%減収）、営業利益は26億１千 

   ２百万円（前年同期比52.1%減益）となりました。 

  ③機能製品事業 

    接着剤は、一般用の需要が底堅く推移するとともに、工業用も携帯端末向けを中心とした需要に支えられ堅 

   調に推移しました。建築・土木製品は、建築補修材の需要が回復しつつあるものの、土木製品の販売数量が減 

   少し低調に推移しました。無機機能材料は、消臭剤、防カビ剤の需要が堅調だったものの、抗菌剤、無機イオ 

   ン交換体の需要が落ち込み低調に推移しました。エレクトロニクス材料は、シリコン系高純度ガスの販売価格 

   が低迷し低調に推移しました。 

    これらの結果、当セグメントの売上高は79億７千７百万円（前年同期比1.3%減収）、営業利益は14億２千９ 

   百万円（前年同期比7.3%減益）となりました。 

  ④樹脂加工製品事業 

    管工機材製品は、全般的に需要の回復が遅く低調に推移しました。ライフサポート製品は、介護関連製品の 

   需要が底堅く推移したものの、日用雑貨品の販売数量が減少し前年同期並みで推移しました。エラストマーコ 

   ンパウンドは販売数量が落ち込み低調に推移しました。 

    これらの結果、当セグメントの売上高は130億９千８百万円（前年同期比5.1%減収）、営業利益は５億３百万

   円（前年同期比35.7%減益）となりました。 

⑤その他の事業 

 新規製品の研究開発事業、設備等の建設および修繕事業、輸送事業、商社事業などにより構成される当セグメ

ントは、売上高は15億８千３百万円（前年同期比6.5%減収）、７百万円の営業損失となりました。   

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（ア）資産、負債および純資産の状況 

 総資産合計は、「受取手形及び売掛金」が減少しましたものの、「有価証券」や有形固定資産などの増加によ

り、前連結会計年度末に比べ38億２千６百万円、2.2％増加し、1,748億７千２百万円となりました。  

 負債合計は、「支払手形及び買掛金」が減少しましたものの、「未払法人税等」の増加などにより、前連結会計

年度末に比べ３億９千５百万円、0.9％増加し、436億６千４百万円となりました。 

 純資産合計は、配当金の支払いがあったものの、四半期純利益の計上により「利益剰余金」が増加しましたた

め、前連結会計年度末に比べ34億３千１百万円、2.7％増加し、1,312億７百万円となり、自己資本比率は72.8％と

なりました。   

（イ）キャッシュ・フローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が減少したものの、前連結会計年度に中間納

付した法人税等の還付がありましたため、前年同期に比べ収入が20億９千４百万円増加し、151億５千９百万円の

収入となりました。  

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が増加しましたため、前年同期に比べ支

出が17億６千２百万円増加し、66億８千６百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得による支出が減少しましたため、前年同期に比べ支出が

41億９千７百万円減少し、19億９千８百万円の支出となりました 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の残高は305億８千４百万円となり、前連結会

計年度末に比べ65億９千２百万円の増加となりました。  

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年２月９日に発表いたしました連結業績予想につきましては、平成24年８月２日発表の「業績予想の修正に

関するお知らせ」において修正を行っております。 

 需要の回復が全般的に遅れており、苛性ソーダ、塩酸をはじめとする基礎化学品の販売数量が当初の想定を下回る

と見込んでおります。半導体向けを中心とした無機高純度品の販売数量も本格的な回復には至っておらず、平成24年

12月期通期の売上高、営業利益、経常利益は前回発表（平成24年２月９日）を下回ると予想しております。当期純利

益につきましては、米国子会社との取引にかかる移転価格課税について法人税等の還付も見込まれるため、前回発表

予想を据え置いております。 

   

   



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   （有形固定資産の減価償却の方法の変更） 

 第１四半期連結会計期間より、従来定率法を採用していた子会社６社の有形固定資産（リース資産を除く）の

減価償却方法を定額法に変更いたしました。この変更は、定率法を採用していた一部子会社の販売業務を当社に

統合し製造子会社化したことを契機とし、親子会社間で原価管理を統一するため、および各子会社が獲得する長

期的かつ安定的な収益と投資後の減価償却費を使用期間にわたり定額に配分することにより厳格に対応させ、よ

り適切な期間損益を連結財務諸表に反映するために行っております。 

 この結果、従来の方法に比べ、当第２四半期連結累計期間の減価償却費が２億２千２百万円減少し、営業利

益、経常利益および税金等調整前四半期純利益は、それぞれ２億６百万円増加しております。なお、セグメント

情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。 

  

   

（４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,467 15,080

受取手形及び売掛金 42,182 40,330

有価証券 10,000 16,000

たな卸資産 16,991 16,805

未収還付法人税等 2,050 －

その他 2,143 2,220

貸倒引当金 △76 △51

流動資産合計 87,757 90,386

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 19,897 19,776

機械装置及び運搬具（純額） 18,996 18,448

土地 16,857 17,107

その他（純額） 6,002 8,319

有形固定資産合計 61,754 63,651

無形固定資産   

のれん 48 43

その他 1,033 938

無形固定資産合計 1,081 982

投資その他の資産   

投資有価証券 13,645 13,119

その他 6,896 6,822

貸倒引当金 △90 △89

投資その他の資産合計 20,452 19,852

固定資産合計 83,288 84,486

資産合計 171,046 174,872



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,983 14,485

短期借入金 3,274 6,276

未払法人税等 1,736 2,244

引当金 34 32

その他 9,150 9,845

流動負債合計 29,179 32,883

固定負債   

長期借入金 9,323 5,929

退職給付引当金 534 529

役員退職慰労引当金 32 29

その他 4,199 4,292

固定負債合計 14,090 10,780

負債合計 43,269 43,664

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,886 20,886

資本剰余金 16,797 16,797

利益剰余金 86,758 90,338

自己株式 △103 △111

株主資本合計 124,338 127,910

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,166 862

為替換算調整勘定 △1,678 △1,517

その他の包括利益累計額合計 △511 △655

少数株主持分 3,950 3,952

純資産合計 127,776 131,207

負債純資産合計 171,046 174,872



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 78,474 72,852

売上原価 53,906 53,254

売上総利益 24,568 19,597

販売費及び一般管理費 14,228 12,730

営業利益 10,340 6,867

営業外収益   

受取利息 51 24

受取配当金 217 235

持分法による投資利益 216 104

その他 282 184

営業外収益合計 768 548

営業外費用   

支払利息 105 76

環境整備費 247 106

浚渫費用 87 －

その他 155 186

営業外費用合計 597 368

経常利益 10,510 7,048

特別利益   

補助金収入 － 287

受取補償金 － 275

抱合せ株式消滅差益 － 87

移転補償金 89 －

特別利益合計 89 649

特別損失   

固定資産処分損 267 54

減損損失 355 －

投資有価証券評価損 69 2

災害による損失 415 －

特別損失合計 1,109 56

税金等調整前四半期純利益 9,490 7,641

法人税等 3,221 2,529

少数株主損益調整前四半期純利益 6,269 5,111

少数株主利益 434 212

四半期純利益 5,835 4,899



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 6,269 5,111

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △264 △305

為替換算調整勘定 △75 176

その他の包括利益合計 △339 △128

四半期包括利益 5,929 4,983

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 5,490 4,755

少数株主に係る四半期包括利益 438 227



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 9,490 7,641

減価償却費 4,286 4,217

減損損失 355 －

のれん償却額 161 4

引当金の増減額（△は減少） △223 △159

受取利息及び受取配当金 △269 △260

支払利息 105 76

持分法による投資損益（△は益） △216 △104

補助金収入 － △287

受取補償金 － △275

抱合せ株式消滅差損益（△は益） － △87

移転補償金 △89 －

固定資産処分損益（△は益） 267 54

投資有価証券評価損益（△は益） 69 2

災害損失 415 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,129 1,888

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,034 227

仕入債務の増減額（△は減少） 1,860 △604

その他 2,516 1,710

小計 17,827 14,044

利息及び配当金の受取額 491 366

利息の支払額 △140 △90

補助金の受取額 － 234

受取補償金の受取額 － 275

移転補償金の受取額 97 －

災害損失の支払額 △281 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △4,930 328

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,064 15,159

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △678 △5

有形固定資産の取得による支出 △4,647 △6,393

その他 402 △287

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,923 △6,686

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △750 －

長期借入金の返済による支出 △396 △395

自己株式の取得による支出 △3,297 △11

配当金の支払額 △1,385 △1,316

少数株主への配当金の支払額 △322 △225

その他 △43 △49

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,196 △1,998

現金及び現金同等物に係る換算差額 △84 114

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,859 6,588

現金及び現金同等物の期首残高 22,689 23,992

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

－ 3

現金及び現金同等物の四半期末残高 24,548 30,584



該当事項はありません。   

   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年６月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規製品の研究開発

        事業、設備等の建設および修繕事業、輸送事業、商社事業等を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額は、主にセグメント間取引消去によるものです。 

   ３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

   「基礎化学品事業」セグメントにおいて、355百万円（有形固定資産205百万円、撤去費用150百万円）の

減損損失を計上しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント 
その他
(注)１ 

合計 
調整額
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

基礎化学品
事業 

アクリル
製品事業 

機能製品
事業 

樹脂加工
製品事業

計 

売上高                   

外部顧客への

売上高 
 24,096  30,798  8,084  13,801  76,781  1,693  78,474  －  78,474

セグメント間
の内部売上高
または振替高 

 62  2  198  5  269  3,563  3,832  △3,832  －

計  24,159  30,800  8,282  13,807  77,050  5,256  82,307  △3,832  78,474

セグメント利益

またはセグメン

ト損失（△）  

 2,727  5,455  1,541  783  10,507  △156  10,351  △11  10,340



Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成24年１月１日 至平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規製品の研究開発

        事業、設備等の建設および修繕事業、輸送事業、商社事業等を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額は、主にセグメント間取引消去によるものです。 

   ３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

       ４．（有形固定資産の減価償却の方法の変更） 

  「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」の「有形固定資産の減価償却の方法の変

更」に記載の通り、従来定率法を採用していた子会社6社の有形固定資産（リース資産を除く）の

減価償却方法を定額法に変更いたしました。この結果、従来の方法に比べ、当第２四半期連結累計

期間のセグメント利益は、「基礎化学品事業」が171百万円、「アクリル製品事業」が30百万円、

「機能製品事業」が4百万円、「その他」で0百万円増加しております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

   

   

該当事項はありません。   

   

   

  

報告セグメント 
その他
(注)１ 

合計 
調整額
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

基礎化学品
事業 

アクリル
製品事業 

機能製品
事業 

樹脂加工
製品事業

計 

売上高                   

外部顧客への

売上高 
 23,565  26,627  7,977  13,098  71,268  1,583  72,852  －  72,852

セグメント間
の内部売上高
または振替高 

 38  24  226  13  301  3,882  4,183  △4,183  －

計  23,603  26,651  8,203  13,111  71,570  5,465  77,036  △4,183  72,852

セグメント利益

またはセグメン

ト損失（△）  

 2,266  2,612  1,429  503  6,812  △7  6,805  62  6,867

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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